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研究成果概要 
昨年度に引き続き、身近な粒子加速現場である雷雲及び落雷現象と二次宇宙線との関係

を調べるために、夏期に乗鞍観測所にて雷γ線観測用ガンマ線検出器、５台のシンチレ

ーション検出器からなる空気シャワー観測装置、電界計、環境モニター等を用いた雷雲

起源γ線の観測を行った。昨年度と異なる点は、0.5m2のシンチレーション検出器を上下

反転させ、２次γ線の感度を上げるべく検出器上の 5mm	の鉛を載せ、チベット実験と同

様の装置構造にしたことが上げられる。装置構成や配置は例年同様である。NaI、CsI、

BGO の３結晶を用いたγ線観測装置は、70keV-120MeV と 3 桁のエネルギー領域をカバー

する（左下図）。観測は 7月 31 日から 9月 9日の約 41 日間、連続で観測を行う事が出

来た。残念ながら、この間間近な落雷現象は無かったが、雷雲が何度か通過した様子	

は観測された。現在雷雲通過時のデータ	

を詳しく解析中である（右下図）。	
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